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【短報】大阪府におけるオオアリガタハネカクシ
（Megalopaederus 属）について

オオアリガタハネカクシ属 Megalopaederus は，
アリガタハネカクシ亜科のなかでは大型の種を含
み，日本では，四国をのぞき，4 種類が知られて
いる．低山地から比較的高山地までの葉上や樹
上に広く見付かるがそれぞれ分布域を異にして
お り (Sharp, 1874; Cameron, 1930; Scheerpeltz,1957; 
Watanabe, 1986)，大阪府下では従来南部の岩湧山
や金剛山などを中心にオオアリガタハネカクシ M. 
poweri (Sharp) が分布していることが判明していた．
しかし中・北部地域からの報告は全くなく，この
地域からの発見に関心がもたれていた．このたび
大阪市立自然史博物館の宝塚昆虫館からの移管標

本に，戦前の箕面産の標本（図 1, 2）があり，そ
れを検する機会があった．雄交尾器を検鏡した結
果，本種は京都北山が基産地で新潟県西部から九
州まで広く分布するワダオオアリガタハネカクシ
Megalopaederus wadai Scheerpeltz, 1957（渡辺・馬場 , 
1979）であったので報告する．

1♂, Pk. Minomo ( 箕面公園 ) near Osaka, 27. May, 
1932.

なお，最近京都北山では，本種と前述のオオア
リガタハネカクシとの混生が示唆されており，今
後地史との関連からもこれらの種毎の精緻な分布
域の探索，検討が望まれる．最後になるが，この
標本を検する機会を与えていただいた宝塚昆虫館
からの移管標本整理に尽力された水野弘造・大平
廣士両氏と大阪市立自然史博物館の初宿成彦氏に
感謝する．
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図 1．ワダオオアリガタハネカクシの標本とラベル（箕面
産）．

図 2．ワダオオアリガタハネカクシの雄交尾器．


